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大型貫流ボイラで初めて 

ＶＯＣ（揮発性有機化合物）の完全燃焼処理に成功
 

川重冷熱工業は、大型貫流ボイラで初めてＶＯＣ（揮発性有機化合物）を直接燃焼法で酸化分解させる  

「ＶＯＣ燃焼システム」の開発に成功し、ＶＯＣを完全処理することを実機で実証しました。 

 

 ＶＯＣ（Ｖｏｌａｔｉｌｅ Ｏｒｇａｎｉｃ Ｃｏｍｐｏｕｎｄｓ）とは、揮発性を有し大気中でガス状と

なる有機化合物の総称で、主に塗料・印刷インキ・接着剤・洗浄剤などに含まれており、代表的な物質とし

て、トルエン・キシレン・イソプロピルアルコールなどの物質があります。大気汚染防止法ではＶＯＣの排

出抑制に対し、法規制及び自主的な取組促進などの施策が講じられています。しかしながら、専用の処理設

備は規模が大きく装置価格が高価で、ランニングコストもかかることから、特に中小製造業においてさらな

るＶＯＣの排出削減への取り組みが求められています。 

 

 このたび当社が新開発した「ＶＯＣ燃焼システム」は、多くの工場で生産に利用されるボイラの燃料に  

ＶＯＣを混入し燃焼させ、ＶＯＣを確実に処理できる７００℃以上の高温で酸化分解する直接燃焼法を採用

しています。これにより、専用処理装置が無くてもＶＯＣを完全処理することが可能となり、処理コストの

削減が図れます。 

 

 ＶＯＣを貫流ボイラで燃焼処理するためには、不安定に発生する多種類のＶＯＣへの対応が課題となりま

すが、貫流ボイラで当社のみが採用している高度なＰＩ（比例積分）燃焼制御に加え、ＶＯＣ混合による必

要空気量を安定させる燃焼制御の開発により、ＶＯＣの完全処理を達成しています。当社は、レンゴー株式

会社武生工場に納入した大型貫流ボイラＩＦ－６０００ＡＧＥ（換算蒸発量６ｔ／ｈ）に本システムを採用

し、数種類のＶＯＣを処理する実証試験を行い、いずれも酸化分解により排出基準値を大幅にクリアしまし

た。 

 

 本システムの主な特長は以下のとおりです。 

１．ボイラ缶体内でＶＯＣが完全に高温処理されることによる高信頼性。 

２．触媒燃焼法の触媒や吸着法の活性炭のような劣化要素が無く、保守および管理が容易。 

３．ＶＯＣ処理のために消費される燃料代の削減。 

４．独自の制御システムにより幅広いＶＯＣ混合比率で適正な燃焼と蒸気圧力を維持。 

 

当社は、ＶＯＣを安価かつ完全に処理できる特長を生かして化学・製紙・印刷工場を中心に積極的に提案

します。今後も、さらなるＶＯＣ削減技術を通して地球環境保護と省エネルギーに貢献していきます。 

 

□お問合せ先 

 川重冷熱工業株式会社 東京本社 

 営業・サービス総括室 営業・サービス管理部 TEL ０３－３６１５－５８２１ 

以 上 



 

□ご参考  

川重冷熱工業株式会社の概要 

（１） 会社名    川重冷熱工業株式会社 

（２） 本店所在地  滋賀県草津市青地町１０００番地 

（３） 代表者    代表取締役社長  大黒 一豊 

（４） 設立年月   １９７２年３月 

（５） 資本金    １４億６，０５０万円（ＪＡＳＤＡＱ上場） 

（６） 事業内容   ボイラ・空調機器・吸収式ヒートポンプなどの製造、 

            販売・据付・アフターサービスなど 

（７） 従業員数   ５０６名（２０１０年４月１日現在） 

 


